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みんなとつながる。こうほうごじょう。

広報五條広報五條

（写真上）昨年五條市と帝塚山大学との連携により、道の駅「吉野路大塔」
にオープンした TEZUcafe（テヅカフェ）。５月８日、第２期生の営業が
グランドオープンしました。（写真左下）調理・運営を行う食物栄養学科
河合ゼミと、内装のデザイン・施行を担当した居住空間デザイン学科小
菅ゼミ・矢部ゼミのみなさん。

+ 目 次 +

鹿肉がとても柔らかく、
思わず「何時間煮込んでるの？」
とびっくりする太田市長

どのメニューもこだわりの逸品ですが、
特におすすめはジビエの美味しさを味
わえる大塔カレーです。

よ
り
美
味
し
く
、
お
し
ゃ
れ
に
進
化
し
た

大
塔
カ
レ
ー
を
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い

TEZUcafe（テヅカフェ）
■場所　道の駅吉野路大塔内
■営業時間　毎週日曜日　9時～ 17時
※営業日は変更になる場合があります

ごじょうフォトニュース
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市
内
の
公
民
館
で
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
一
堂
に

集
ま
り
、
日
頃
の
成
果
を
発

表
す
る
公
民
館
祭
が
中
央
公

民
館
・
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
和
太
鼓
や
吹
奏

楽
、
日
本
舞
踊
な
ど
発
表
部

門
で
39
団
体
３
４
２
人
、
絵

画
や
写
真
、
工
芸
な
ど
の
展

示
部
門
で
48
団
体
３
６
８
人

が
参
加
し
、
２
日
間
で
１
５

０
０
人
が
来
場
し
て
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

４/16、17

手芸と菜の花のコラボレーション作品に足を止める 華やかなお茶席、多くの人がお茶とお菓子を楽しみました

平井末治利用団体連絡協議会副会長が（故）岡本会長の代行としてあいさつしました子
ど
も
た
ち
も
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
て
熱
演
し
ま
し
た

熊
本
地
震
災
害
現
場
へ

職
員
3
人
を

　
　

災
害
派
遣

４/19
　

４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

に
際
し
、
19
日
に
災
害
時
応
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
熊
本
県
錦
町
、
宮
崎

県
高
原
町
並
び
に
熊
本
県
益
城
町
等

の
被
災
現
場
に
、
３
人
の
職
員
を
調

査
隊
と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。

　

調
査
隊
は
現
地
の
被
害
状
況
や
、

避
難
所
に
必
要
な
物
資
な
ど
の
報
告

を
行
っ
た
後
、
22
日
午
前
に
帰
庁
し

ま
し
た
。
避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
支
援
物
資
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

を
発
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
役
所
前
で
の
出
発
式
の
様
子
。
現
地
で
の
ニ
ー
ズ
を

確
認
し
た
の
で
、
効
果
的
に
支
援
物
資
を
発
送
で
き
ま
し
た

熊
本
地
震
災
害
現
場
へ

災
害
支
援

　

物
資
を
発
送

４/22、26
　

４
月
22
日
、
熊
本
地
震
の
被
災
地

へ
職
員
を
派
遣
し
調
査
し
た
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
応
援
協
定
に

基
づ
く
支
援
物
資
（
パ
ー
テ
イ
シ
ョ

ン
３
０
０
セ
ッ
ト
）
を
熊
本
県
錦
町

役
場
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
26
日
は
全
国
青
年
市
長
会

か
ら
の
支
援
物
資
提
供
の
要
請
に
基

づ
き
、
土
の
う
袋
１
２
０
０
枚
、
毛

布
３
０
０
枚
、
パ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
５

０
０
セ
ッ
ト
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
紀
伊
半
島
大
水
害
に
お

い
て
、
日
本
全
国
か
ら
暖
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
胸
に
、
今

後
も
熊
本
地
震
の
支
援
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

現
地
ま
で
の
配
送
に
つ
い
て
は
奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

五
條
支
部
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

賀
名
生
チ
ー
ム　
　

　
　

全
国
大
会
に

全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場

　

奈
良
県
大
会
を
力
を
合
わ
せ
て
勝

ち
抜
き
、
賀
名
生
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

が
６
月
４
日
・
５
日
に
東
京
都
江
東

区
で
開
催
さ
れ
る
、
第
31
回
全
国
選

抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

　

５
月
12
日
、
選
手
の
皆
さ
ん
が
市

役
所
を
訪
問
し
、
太
田
市
長
に
健
闘

を
誓
い
ま
し
た
。

出
場
す
る
選
手
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

辻
本　

幸
代
さ
ん

　

植
田　

初
子
さ
ん

　

植
中　

延
代
さ
ん

　

福
本　

文
代
さ
ん

　

阪
本　

一
三
さ
ん　

（
順
不
同
）

鮮
や
か
な
柿
色
を
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
に
頑
張
り
ま
す
!!
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第
39
回
公
民
館
祭

公
民
館
活
動
の
成
果
を
発
表

2ごじょうフォトニュース



子どもたちにより鮎が放流されました

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

　

五
條
市
の
母
な
る
川
で
あ
る
吉
野

川
河
川
敷
で
雄
大
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ

り
を
見
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
「
川
開
き

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
吉
野
川
に
生
息
す
る
魚

な
ど
の
水
族
館
コ
ー
ナ
ー
、
五
條
消

防
署
に
よ
る
キ
ッ
ズ
レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、
五
條
警
察
署
に
よ
る
パ
ト
カ
ー

や
白
バ
イ
の
展
示
、
ミ
ニ
S
L
、
大

道
芸
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
６
体
が
大
集
合
し
、
み
ん
な

吉
野
川
に
親
し
む

川
開
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
開
催

　

吉
野
川
河
川
敷
で
、
市
内
を
中
心

に
県
内
や
県
外
か
ら
も
活
躍
し
て
い

る
手
作
り
作
家
な
ど
を
集
め
た
交
流

イ
ベ
ン
ト
、
手
作
り
マ
ル
シ
ェ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
開
催
の
音
と
食
事
を

楽
し
む
音×

食
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
と

共
に
、
市
内
外
か
ら
自
慢
の
メ
ニ
ュ

ー
や
、
「
ジ
ビ
エ
ー
ル
五
條
」
の
食

材
提
供
を
受
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ジ

ビ
エ
食
材
を
使
っ
た
創
作
メ
ニ
ュ
ー

を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

手
作
り
市
と
音
楽
・
美
食
の
祭
典

  

吉
野
川
手
作
り

     

マ
ル
シ
ェ 

＆

　

音×

食
フ
ェ
ス
タ

           

２
０
１
６

ステージでの演奏を聴きながら、食事を楽しみました

４/30

４/29
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テ
ヅ
カ
フ
ェ
2
期
生

　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
頑
張
り
ま
す

　

昨
年
４
月
、五
條
市
と
帝
塚
山
大
学

と
の
連
携
に
よ
り
、道
の
駅「
吉
野
路
大

塔
」に
オ
ー
プ
ン
し
た
テ
ヅ
カ
フ
ェ
。

　

５
月
８
日
、食
物
栄
養
学
科
河
合
ゼ

ミ
生
に
よ
り
、第
２
期
生
の
営
業
が
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。昨
年
以
上

に
メ
ニ
ュ
ー
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も

に
、モ
ー
ニ
ン
グ
営
業
や
ス
イ
ー
ツ
開
発

な
ど
多
彩
な
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科
小

菅
ゼ
ミ
・
矢
部
ゼ
ミ
の
学
生
の
手
に
よ

り
内
装
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、五
條
市
内
企

業
か
ら
提
供
さ
れ
た
割
り
ば
し
を
利
用

し
、鮮
や
か
な
市
松
模
様
の
壁
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

5/8

学生の手により内装も料理もパワーアップしています

大
道
芸
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

キ
ッ
ズ
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が

参
加
し
ま
し
た

で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
終
日
子
ど
も
た
ち
の
笑
い

声
と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

魚に興味津々で、ついつい手が伸びてしまいます。

川開きフェスタ冒頭に吉野公浩吉野川こいのぼり実行委員会会長があいさつしました

3 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



畝
傍
高
校
生
が

ジ
ビ
エ
ー
ル
五
條
を
見
学

い
の
ち
を
無
駄
な
く
い
た
だ
き
ま
す

　

５
月
10
日
に
畝
傍
高
等
学
校
２
年

生
の
20
人
が
、総
合
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
五
條
市
役
所
を
訪
問
し
、鳥

獣
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

食
肉
処
理
加
工
施
設「
ジ
ビ
エ
ー
ル
五

條
」を
見
学
し
ま
し
た
。

　

食
肉
加
工
過
程
を
見
学
後
、農
林
政

策
課
か
ら
学
生
た
ち
に
対
し
、「
み
ん
な

の
口
に
入
る
ま
で
、牛
や
豚
な
ど
で
も
同

じ
よ
う
な
工
程
を
経
て
い
る
と
い
う
こ

と
思
っ
て
ほ
し
い
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
後
日
２
回

行
わ
れ
、計
60
人
の
学
生
が
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
う
予
定
で
す
。

5/10

　

今
年
度
で
第
34
回
を
迎
え
る
市
民

球
技
大
会
が
、
中
央
体
育
館
、
上
野

公
園
な
ど
市
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
約
７
０
０
人
が
日
頃
の
成

果
を
発
揮
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。

　

市
内
各
会
場
で
熱
戦
を
展
開

市
民
球
技
大
会

5/8第
34
回

田中嘉一さん（バスケットボール・Fiesta）による選手宣誓 卓球では学生が多く参加し、熱戦が展開されました

バスケットボールのロングシュート

ピッチを縦横無尽に走り回るサッカー

いのちを無駄なく資源として活用する作業を間近で見学

魚に詳しい市職員から鮎の生態について説明がありました

後
、
川
ま
で
何
往
復
も
し
な
が
ら
鮎

を
丁
寧
に
放
流
し
ま
し
た
。

 　

市
職
員
の
南
さ
ん
は
「
自
分
た
ち

が
放
流
し
た
鮎
が
元
気
に
育
っ
て
い

く
川
の
様
子
を
見
て
ほ
し
い
。
川
を

守
っ
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

吉
野
川
や
自
然
を
学
ぶ

鮎
の
放
流
体
験

鮎
の
香
り
を
早
速
確
か
め
て
み
ま
し
た

鮎を放す時には手を冷やし、そっと触るようにと注意がありました

　

吉
野
川
河
川
敷
で
阿
太
小
学
校
の

児
童
が
鮎
の
放
流
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
五
條
土
木
事
務
所
、
紀
ノ
川
漁

協
、
市
内
の
建
設
会
社
な
ど
の
協
力

に
よ
る
も
の
で
、
上
平
校
長
は
「
昔

は
吉
野
川
が
遊
び
場
で
、
自
分
た
ち

が
泳
い
で
い
る
と
鮎
の
よ
う
だ
と
い

わ
れ
た
。
吉
野
川
と
鮎
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
。
阿
太
小
学
校
は
自

然
が
豊
富
な
環
境
に
あ
り
、
今
日
は

鮎
に
触
れ
、
川
の
草
花
の
匂
い
を
嗅

ぎ
、
水
に
触
れ
て
、
自
然
の
こ
と
を

知
っ
て
学
校
に
戻
り
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
鮎
は
30
キ
ロ
。
魚
に

詳
し
い
市
職
員
か
ら
説
明
を
聞
い
た

４/22
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試合結果につきましては、
今後の広報でお知らせします。

４ごじょうフォトニュース



新ごみ処理施設名称募集

やまと広域環境衛生事務組合HP　http://www.yamato-kouiki.jp/

　

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合

で
は
、
御
所
市
、
田
原
本
町
、
五
條

の
２
市
１
町
か
ら
出
る
ご
み
を
処
理

す
る
た
め
、
新
し
い
ご
み
処
理
施
設

を
建
設
し
て
お
り
、
平
成
29
年
４
月

か
ら
処
理
の
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
新
ご
み
処
理
施
設
を
、
皆

様
に
親
し
み
あ
る
施
設
に
す
る
た
め
、

施
設
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

６
月
１
日
（
水
）

　

〜
６
月
30
日
（
木
）
必
着

■
応
募
条
件　

誰
で
も
応
募
可
能
。

　

応
募
す
る
名
称
は
、
応
募
者
１
人

　

に
つ
き
３
点
と
し
、
第
三
者
の
著

　

作
権
・
商
標
権
を
侵
害
な
い
も
の

　

で
、
自
作
か
つ
未
発
表
の
も
の
に

　

限
る
。

■
応
募
方
法　

次
の
事
項
を
記
入　

　

の
上
、
応
募
箱
へ
投
函
ま
た
は
郵

　

便
（
ハ
ガ
キ
、
封
書
）
で
応
募
し

　

て
く
だ
さ
い
。

①
新
ご
み
処
理
施
設
の
名
称

②
そ
の
名
称
と
し
た
理
由

　
（
1
0
0
字
以
内
）

③
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

　

電
話
番
号

※

応
募
箱
は
御
所
市
役
所
、
田
原
本

　

町
役
場
、
五
條
市
役
所
に
設
置
し

　

て
い
ま
す
。

※

応
募
用
紙
（
任
意
）
を
組
合
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

　

の
で
、
必
要
な
方
は
利
用
し
て
く

　

だ
さ
い
。

■
名
称
決
定
の
発
表　

組
合
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

■
賞
品　

商
品
券
（
３
万
円
分
）、

　

賞
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

※

採
用
者
は
施
設
の
落
成
式
に
て
表

彰
し
ま　

す
。　　
　

■
注
意
事
項

　

・
採
用
し
た
名
称
は
、
組
合
が
使

　

用
し
、
そ
の
一
切
の
権
利
は
組
合

　

に
帰
属
し
ま
す
。

　

・
応
募
に
際
し
て
得
ら
れ
た
個
人

　

情
報
は
、
組
合
が
責
任
を
持
っ
て

　

管
理
し
ま
す
。
な
お
、
決
定
に
際

　

し
て
は
、
氏
名
・
年
齢
・
居
住
市

　

町
名
を
発
表
し
ま
す

　

・
採
用
者
が
未
成
年
者
の
場
合
は

　

保
護
者
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。

■
問
合
先　

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生

　

事
務
組
合
事
務
局

☎
0
7
4
5
・
6
6
・
1
3
1
8

新
ご
み
処
理
施
設
名
称
を

募
集
し
て
い
ま
す

ご
応
募
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す

熊
本
地
震
災
害
に
係
る

義
援
金
を
預
か
り
ま
し
た

  

４
月
に
九
州
地
方
で
発
生
し
た
地

震
災
害
に
対
し
て
、
日
本
赤
十
字
社

は
義
援
金
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
活
動
に
対
し
、
次
の
団
体
等
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

五
條
市
に
預
け
ら
れ
た
義
援
金
は

日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
し
、
被
災
地

へ
と
届
け
ら
れ
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
田
園
防
災
協
会

▼
五
條
市
茶
華
道
協
会　

役
員
一
同

▼
音
×
食
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

（
5
月
11
日
現
在
）

※
五
條
市
役
所
で
は
市
民
課
・
社
会

　

福
祉
課
・
西
吉
野
支
所
・
大
塔
支

　

所
の
各
窓
口
に
熊
本
地
震
災
害
に

　

係
る
義
援
金
の
募
金
箱
を
設
置
し

　

て
お
り
ま
す
。

■
問
合
先　

　

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部

　

五
條
市
地
区
事
務
局

　
（
社
会
福
祉
課
福
祉
係
内
）

　
（
内
線
２
９
９
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昭和41年五條高校卒業50周年記念同窓会実行委員会様 田園防災協会様 五條市茶華道協会役員一同様

ご協力ありがとうございました

防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
活
用

し
ま
し
ょ
う

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
災
害
時
に
安
全
に
避
難
し
、
被
害

を
最
小
限
に
す
る
に
は
普
段
か
ら
の
備

え
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
昨
年
度
各
戸

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
受
け
取

ら
れ
て
い
な
い
世
帯
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
０
）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

避
難
経
路
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

完
成
イ
メ
ー
ジ

▼
昭
和
41
年 

五
條
高
校
卒
業 

50
周

　

年
記
念
同
窓
会
実
行
委
員
会

（
印
刷
の
都
合
で
白
黒
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
物
は
柿
色
の
冊
子
で
す
）
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要 件 ※全ての要件を満たす必要があります。 

所得要件  
・住民税世帯非課税 

・別世帯に配偶者がいる場合、別世帯の配偶者も住民税非課税 

資産要件  
・預貯金等が一定額以下 

（単身で１,０００万円以下、夫婦で２,０００万円以下） 

段 階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

上記の表において該当となる人のうち

（合計所得金額＋課税年金収入額＋※非課税年金）が年額８０万円以下など

老齢福祉年金受給者・生活保護受給者など

（合計所得金額＋課税年金収入額＋※非課税年金）が年額８０万円超など

開催予定日 内            容 

第１回セミナー 

６月２６日（日） 

親子で遊ぼう 

宇陀市：室生不思木の森公園 

「何があるかな？」 

～親子で公園探検をしよう～ 

第２回セミナー 

８月２８日（日） 

鍾乳洞探検 

天川村：面不動鍾乳洞 

「洞窟の中はどうなっているの？」 

～不思議から発見へ・親子で見つけよう～ 

第３回セミナー 

１１月１３日（日） 

親子で感動を 

吹田市：生きているミュージアム ニフレル 

「いろいろな動物と友達になろう！」 

～親子でふれあい体験をしよう～ 

第４回セミナー 

３月１２日（日） 

五條再発見 

五條市：ばあく 

「五條のいいところを見つけよう！」 

～親子で作ろうソーセージ～ 
 ＊天候等により、内容（場所）が変更になる場合がございます。

　あらかじめご了承ください

親子のふれあい、友達作りに

８月から介護保険制度が改正されます
施
設
等
の
食
費
・
居
住
費
補
助
の

受
給
要
件
に
「
非
課
税
年
金
」
が

加
わ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
た
場
合
の
食
費
・
居
住
費
（
滞
在
費
）

に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
８
月
か
ら
利
用
者
負
担
段
階
区
分
を
判
断
す
る
際

の
収
入
額
に
、
新
た
に
「
非
課
税
年
金
」
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

○適用要件・・・該当する人には「負担限度額認定証」を交付します。

○利用者負担段階区分

※非課税年金の範囲
①国民年金法による遺族基礎年金・障害基礎年金
②厚生年金保険法による遺族厚生年金・障害厚生年金
③共済各法による遺族共済年金・障害共済年金

不正受給への罰則
虚偽の申告により不正に支給を受けた場合は、加算金（支給された額の最大 2倍）が
課せられることがあります。

※現在お使いの負担限度額認定証の有効期間は 7月 31日までとなっています。支給を受
けておられる方で、8月以降も所得要件に該当すると思われる方については、6月初旬頃
に申請書類等を発送する予定です。

■問合先　介護福祉課（内線２９４・４００）

子
ど
も
夢
つ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

　

親
と
子
が
ふ
れ
あ
い
、
向
き
合
い
、
ま
た
、
他
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
の

友
達
作
り
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
不
登
校
や
問
題
行
動
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
年
間
４
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
勤
務
し
て
い
る
保
護
者
と
小
学
生
３

　

年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
。

※

年
間
を
と
お
し
て
受
講
・
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

６
月
３
日(

金
）
９
時
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
受
講
を
希

　

望
す
る
人
は
直
接
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
定
員　

親
子
で
20
人
程
度

■
費
用　

各
回
実
費
負
担
と
し
ま
す
。

■
問
合
先　

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
７
・
２
４
・
３
０
０
４

６くらしのメモ



身近な河川を守りましょう

保守点検、清掃、法定検査を適正に実施してください。
浄化槽は微生物の働きで生活排水を処理するため、微生物が活動しやすい環境を保つように維持管理が必要です。
維持管理には保守点検・清掃・法定検査があり、法律で定期的に実施することが義務付けられています。

 清掃

・毎年１回以上

（全ばっ気方式の単独処理浄化槽

　においては６ヶ月に 1回以上）

・浄化槽清掃業者に依頼してく

　ださい。

 保守点検

・毎年３回以上

（処理方式、使用状況等により異なる）

・装置の調整・修理などを行います。

・浄化槽保守点検業者に依頼してくだ

　さい。

■問合先　県景観・環境総合センター

　　☎０７４４・４７・３８０５

法定検査

・毎年１回

・適正に管理（清掃と保守点検）され

　ているか、正常に働いているかを

　検査します。

■問合先

　（一社）奈良県環境保全協会

　☎０７４５・２２・５１６１

浄化槽の維持管理はできていますか
お住まいの身近な川はきれいですか。

川の汚れの大きな要因は生活排水（トイレ、炊事、洗濯など）です。

下水道が接続されていない家の生活排水は、浄化槽によって処理された後、河川に放流されます。

浄化槽は河川を「きれい」に保つ大切な役割を担っています。

費用の一部を補助します
　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
す
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
危

険
を
未
然
に
防
止
し
、
市
民
生
活
の
安
全
を
図
る
た

め
駆
除
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

▼
市
内
に
お
い
て
ス
ズ
メ
バ
チ
の
営
巣
し
て
い
る
建

　

物
ま
た
は
土
地
の
所
有
者
、
使
用
者
や
管
理
者
で

　

あ
る
人
（
法
人
を
除
く
）。

　
（
国
、
地
方
公
共
団
体
は
除
く
）

▼
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
ス
ズ
メ
バ
チ
の
営
巣
を
駆

　

除
し
た
人
。

※

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
に
限
定
し
ま
す
。
ア
シ
ナ
ガ
バ

　

チ
等
の
巣
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
額　

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１

　
　
　
　
　
　
（
上
限
１
万
円
ま
で
）

■
手
続
き
方
法

▼
駆
除
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
駆
除
後
に
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
駆
除
費
用
の
領
収
書
の
写
し

　

②
駆
除
場
所
の
位
置
図
、
見
取
図

　

③
駆
除
前
後
の
写
真
を
各
１
枚

※

申
込
は
先
着
順
と
し
、
予
算
が
無
く
な
り
次
第
終

　

了
し
ま
す
。

■
問
合
先　

生
活
環
境
課
（
内
線
３
９
１
）

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
費
を
補
助
し
ま
す

定
額
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人

は
、
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て

納
め
る
と
お
得
で
す

老
後
に
よ
り
多
く
年
金
を

受
け
取
り
た
い
方
に
オ
ス
ス
メ

◎
付
加
年
金
と
は…

　

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
に
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス
し

て
納
め
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金
（
２
０
０
円×

付

加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
）
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

　

年
金
を
２
年
間
受
け
取
る
と
納
め
た

分
を
取
り
戻
し
、
３
年
目
以
降
は
大
変

お
得
に
な
る
制
度
で
す
。

■
手
続
き
・
問
合
先

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所　

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

市
民
課
年
金
係

（
内
線
３
０
０
・
２
６
８
）

〈例〉　付加保険料を１０年間納めると･･･

〔１年間で受け取る付加年金額〕

２００円×１０年（１２０月）＝２４，０００円　

付加年金を３年間受け取ると･･･ 

〔付加保険料の納付総額〕
４００円×１０年（１２０月）＝４８，０００円

〔３年間で受け取る付加年金額〕

２４，０００円×３年（３６月）＝７２，０００円

※　付加年金は生涯上乗せされます

※付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減額）はありません。

※国民年金基金加入中の人は、利用できません。

付加年金のお知らせ
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五條市ホームページから、

トップページ→事業者向け情報→農業・林業

または「中山間地域等直接支払」で検索

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
の
実
績

　

中
山
間
地
域
の
機
能
を
維
持

し
、
山
間
地
で
農
業
を
し
て
い

る
人
を
支
援
す
る
「
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
」。
交
付

実
績
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

農
林
政
策
課

（
内
線
３
９
０
）

農林政策課からお知らせ
環
境
保
全
型
農
業

　
　
　

直
接
支
払
交
付
金

販
売
目
的
で
生
産
を
行
う
、地
球
温
暖

化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
等
に
効
果
の

高
い
農
業
者
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

■
対
象
者　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受

　

け
、
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を

　

行
っ
て
い
る
農
業
者
団
体
。

■
支
援
の
対
象
と
な
る
取
組

①
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

　

減
の
取
組
と
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付

　

を
組
み
合
わ
せ
た
取
組

②
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

　

減
の
取
組
と
炭
素
貯
留
効
果
の
高
い
堆

　

肥
の
水
質
保
全
に
資
す
る
施
用
を
合
わ

　

せ
た
取
組

③
有
機
農
業
の
取
組
（
化
学
肥
料
、
農
薬

　

を
使
用
し
な
い
取
組
）

④
特
認
取
組
（
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農

　

薬
の
５
割
低
減
の
取
組
と
の
組
み
合
わ

　

せ
）

■
支
援
単
価
は
1
0
ａ
あ
た
り
８
０
０
０

　

円
（
堆
肥
の
使
用
は
、
1
0
ａ
あ
た
り

　

４
４
０
０
円
）

■
申
請
期
間　

６
月
30
日
（
木
）
ま
で

■
問
合
先　

　

奈
良
農
政
事
務
所　

☎
0
7
4
2
・
3
6
・
3
8
4
0
（
直
通
）

　

南
部
農
林
振
興
事
務
所

☎
0
7
4
7
・
2
4
・
0
1
3
1

　

農
林
政
策
課

（
内
3
9
0
）

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

　
　
　
　

を
更
新
し
ま
し
た

　

地
域
が
抱
え
る
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
「
未
来
の
設
計
図
」
と
な
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。  

平
成

28
年
３
月
、
市
内
８
地
区
で
地
域
に
お
け
る

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

■
プ
ラ
ン
の
内
容

　
「
今
後
の
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
」　

　

と
し
て
、
新
規
就
農
予
定
者
３
人
を
含
む

　

８
経
営
体
が
追
加
で
位
置
づ
け
る
と
と
も

　

に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
農
地
借

　

入
希
望
に
つ
い
て
も
記
載
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
農
地
を
貸
し
た
い
人
も
農
地
を
プ

　

ラ
ン
に
登
載
い
た
だ
き
、
農
地
を
借
り
た

　

い
と
思
っ
て
い
る
方
に
閲
覧
い
た
だ
け
る

　

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

新
た
な
「
今
後
の
地
域
の
中
心
と
な
る
経

　

営
体
」
の
追
加
や
、
農
地
を
貸
し
た
い
人

　

の
情
報
を
追
加
し
農
地
集
積
計
画
等
の
情

　

報
を
追
加
し
て
い
き
ま
す
。

■
策
定
地
区　

阿
太
地
区
・
北
宇
智
地
区
・

　

五
條
宇
智
地
区
・
阪
合
部
地
区
・
西
吉
野

　

地
区
・
野
原
地
区
・
牧
野
地
区
・
南
宇
智

　

地
区

■
閲
覧
場
所　

農
林
政
策
課
（
内
線
３
９
０
）

　

経
営
所
得
安
定
対
策
と
は
経
営
が

不
安
定
な
農
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
農
産
物
の
販
売
価
格
と
生
産
コ

ス
ト
の
差
額
を
補
填
す
る
制
度
で

す
。
取
り
組
む
た
め
に
は
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。

■
申
請
期
間　

５
月
25
日
（
水
）
か

　

ら
６
月
30
日
（
木
）
ま
で

　
（
以
降
の
申
請
は
不
可
）

■
申
請
場
所　

農
林
政
策
課

※
事
前
に
当
者
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

①
印
か
ん

　

②
通
帳

　

③
平
成
27
年
度
の
販
売
伝
票
等

      

（
主
食
用
米
と
平
成
28
年
か
ら
初
め

　
　

て
販
売
を
開
始
す
る
作
物
は
不
要
）

　

④
実
需
者
と
の
出
荷
販
売
契
約
が

　
　

必
要
な
作
物
（
麦
・
大
豆
・
飼

　
　

料
作
物
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
・
加
工

　
　

用
米
・
米
粉
用
米
）
に
つ
い
て

　
　

は
、
出
荷
・
販
売
契
約
書
等

エ
コ
な
農
業
者
を
支
援
し
ま
す

持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に

経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

農
業
経
営
の
安
定
の
た
め
に

■
対
象
者

①
米
の
生
産
数
量
目
標
の
範
囲
内
で

　

主
食
用
米
等
を
生
産
さ
れ
る
販
売

　

農
家
・
集
落
営
農

②
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
（
自
家
利

　

用
を
含
む
）、Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、
加
工

　

用
米
、
飼
料
用
米
、
米
粉
用
米
を

　

実
需
者
と
の
販
売
契
約
等
に
基
づ

　

き
販
売
目
的
で
生
産
す
る
販
売
農

　

家
・
集
落
営
農

③「
米
に
よ
る
転
作
」
に
取
り
組
ま

　

れ
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農

④
地
域
振
興
作
物
（
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、

　

キ
ュ
ウ
リ
、
イ
チ
ゴ
、
未
成
熟
と

　

う
も
ろ
こ
し
、
カ
ボ
チ
ャ
、
タ
マ

　

ネ
ギ
、
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
ウ
キ
、

　

景
観
形
成
作
物
（
レ
ン
ゲ
、
コ
ス

　

モ
ス
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
そ
ば
に
限
る
））

　

を
販
売
目
的
で
生
産
す
る
販
売
農

　

家
・
集
落
営
農
（
景
観
形
成
作
物

　

に
つ
い
て
は
、
適
切
に
肥
培
管
理

　

さ
れ
て
い
る
も
の
）

⑤
畑
作
物
（
麦
・
大
豆
・
そ
ば
・
な

　

た
ね
）
を
販
売
目
的
で
生
産
す
る

　

認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
、
認
定

　

新
規
就
農
者

■
問
合
先　

農
林
政
策
課

　
（
内
線
３
９
０
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中

８くらしのメモ



みどり園だより

古紙・びん回収を活用してください
資源を回収して有効活用しましょう

五條市では各地区ごとに、月２回の古紙・びんの収集日を設けています。
古紙・びん回収で集めた古紙は、古紙業者に売り払い、
その金額の一部を収集量に応じて奨励金として、各地区自治連合会に還元しています。
古紙・びん回収のルールを守って、古紙・びん資源の有効利用にご協力をお願いします。

馬糞紙

一升びん ビールびん

汚れの
とれない
びん

陶器や
ガラス
コップ

●中の見える袋に入れて
　出してください●ふたをとる ●中を軽く水洗いする

びんの出し方
ふたをはずし、中をすすいで任意の袋
( 透明又は半透明 ) に入れて出してください。
はがしやすいラベルは、はがしてください。

※化粧品などの汚れのとれないびんや、ガラスコップ
などは、その他の燃えないごみに出してください。

※一升びん・ビールびんなどのリターナブルびん
( 生きびん ) は、できる限り販売店へ返却するよう
にしてください。

分け方 出し方 

新聞  

新新聞紙、チラシ  
 
 
・ひもでしばるか、袋に入れて出してください。 

本･雑誌  
その他紙 

本本、雑誌、コピー紙、ノート、カタログ、カレンダー、封筒、ハガキ
メメモ用紙、厚紙、画用紙、ポスター、包装紙、お菓子の箱など  
        

 
 
・本･雑誌やノートなどは、ひもでしばって出してください。 
・その他紙類は散らばらないよう、紙袋などに入れてください。 

段ボール  

段段ボールのみ  
 
 
・平らに開いて、ひもでしばって出してください。 

 

このマークの 
付いている 
紙包装など 

本・雑誌 

ノート カレンダー 

※くしゃくしゃの紙など、ごみを混ぜないでください。
※新聞、本･雑誌･その他紙、段ボールは混ぜずに、それぞれ分けてしばってください。
※カーボン紙や馬糞紙は再生できないので入れないでください。

カーボン紙

古紙（新聞、本・雑誌・その他紙、段ボール）の出し方
「新聞」、「本・雑誌・その他紙」、「段ボール」の３分類に分けてください。

※米袋や肥料袋、黒いごみ袋などの中の見えないごみ袋は回収しません。
※梅を漬ける専用びんや割れたびんは、『その他の燃えないごみ』に入れてください。

９ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



カルムのひろば

早
期
発
見
す
れ
ば
治
る
率
も
高
い…

が
ん
検
診
・

特
定
健
診
を

受
診
し
よ
う
！

大腸がん・胃がん・
肺がんの肺がんの
集団検診および特定健診を実施します

市内に在住する
４０歳以上の人対象

 胃がん検診 大腸がん検診 肺がん検診 

検査方法 
胃部レントゲン検査

（バリウム検査） 

目で見えない血が便

に混じっていないか

を検査。 

胸部レントゲン検査

（必要に応じて「た

ん」の細胞検査） 

費 用 1,000 円 200 円
 

 

胸部レントゲン検査
は無料、たん検査は
400 円 

申込締切 検診日の５日前 検診日の10日前  検診日の５日前 

■検診日・場所
　6月 23日（木）　西吉野ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
　6月 26日（日）　カルム五條
　6月 28日（火）　カルム五條
　6月 30日（木）　宗桧上地区集会所
　7月　4日（月）　大塔ふれあい交流館
　7月 19日（火）　カルム五條
　7月 26日（火）　カルム五條
※6月 28 日以外は特定健診も一緒に受診できます。
※11 月以降にも集団検診を予定しています。
※昨年度大腸がん検診を受診した人には秋頃に容器を送付
します。
※対象者は平成 29 年４月１日までに 40 歳になる人を含
みます。
※70 歳以上の人、無料クーポン券のある人は無料です。

がんや深刻な生活習慣病には早期発見と早期治療が大切です。この機会に受診しましょう。

■申込・問合先　

　カルム五條（内線２９０）

　

今
回
は
、
生
蓮
寺
・
新
町
コ

ー
ス
で
す
。
JR
五
条
駅
か
ら
出

発
地
点
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
、

JR
五
条
駅
ま
で
戻
り
ま
す
。
五

條
市
内
の
旧
街
道
、
歴
史
を
感

じ
な
が
ら
楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　

６
月
19
日
（
日
）

　

９
時
〜
11
時

■
集
合
場
所　

JR
五
条
駅

※

雨
天
の
場
合
は
カ
ル
ム
五
條

■
内
容　

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程

　

度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
指
導
者　

運
動
普
及
推
進
員

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

　

装
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

　

で
き
る
飲
み
物

※

雨
天
の
場
合
は
上
履
き

■
申
込
締
切　

６
月
16
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

み
ん
な
で
、

歩
き
ま
せ
ん
か
！

び

生活習慣病を
早期に発見するための

 特定健診 備　考   

検査方法 
問診・診察・身体測定・腹囲測定・血圧測定
・尿検査・血液検査・心電図・貧血検査
・眼底検査(医師が必要と診断した方のみ)

受診の際は特定健康診査受診券・質問票・被保険者
証を必ず持参してください。

※特定健診は五條市国民健
　康保険または後期高齢者
　保険の人が受診できます。
※特定健診は医療機関でも
　受診できます。（受診は年
　1回で、集団検診または医
　療機関のどちらかとなり
　ます）

  

 
費　用

 
1,000円

 
 

 
 申込締切

 

検診日の5日前

   持ち物

■特定健診の受診券の紛失など

　問合先　保険課（内線２６７）

10カルムのひろば



カルムのひろば

平成 2８年度 乳がん・子宮がん集団検診日程表 
8 月 2 日（火） 
８月 3 日（水） 
８月 28 日（日） 
８月 29 日（月） 

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
診

■
対
象
者

40
歳
以
上
の
女
性

※

た
だ
し
次
の
人
は
検
診
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん

①
豊
胸
手
術
を
受
け
た
人

②
授
乳
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が

あ
る
人

③
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
つ
け
て

い
る
人

④
平
成
27
年
度
に
市
の
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
を
受
け
た
人

■
検
査
方
法　

視
触
診
検
査
及
び
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

■
時
間　

①
12
時
30
分
〜
13
時　
　

　
　
　

②
14
時
〜
14
時
30
分　

■
費
用

２
方
向
撮
影　

１
３
０
０
円

　

１
方
向
撮
影　

１
０
０
０
円

※

70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す

※

乳
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持

ち
の
方
は
無
料
で
す
。

■
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

※

平
成
27
年
度
に
市
の
子
宮
頸
部

　

が
ん
検
診
を
受
診
し
た
人
は
受

　

診
で
き
ま
せ
ん

■
時
間　

12
時
30
分
〜
13
時

■
費
用　

１
０
０
０
円
、　　

※

70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す

※

子
宮
頸
部
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン

　

券
を
お
持
ち
の
方
は
無
料
で
す

女
性
の
た
め
の
が
ん
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

乳
が
ん
検
診

が
ん
は
、
若
い
人
で
も
か
か
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

30
歳
以
上
の
方
は
乳
が
ん
と
子
宮
頸
部
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い

乳
が
ん
（
視
触
診
）
検
診　

■
対
象
者　

30
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

女
性

■
検
査
方
法　

外
科
医
師
に
よ
る
視

触
診
検
査
の
み

■
受
付
時
間　

13
時
30
分
〜
14
時

■
費
用　

３
０
０
円

■
申
込
・
問
合
先

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

※

各
検
診
日
程
に
定
員
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
受
診
希
望
者
は
早
目

　

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

10
月
以
降
に
も
乳
が
ん
検
診
・

　

子
宮
頸
部
が
ん
検
診
を
実
施
し

　

ま
す
。
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い
。

※

対
象
者
の
年
齢
は
、
平
成
29
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
該
当
年
齢
に

　

な
る
人
を
含
み
ま
す
。

※

乳
が
ん
検
診
の
み
、
子
宮
頸
部

　

が
ん
検
診
の
み
の
受
診
も
で
き

　

ま
す
。

切り取って保管しましょう

６⽉、７⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

■問合先　カルム五條 ( 内線２９０)

９時〜１６時 急病患者の応急処置 応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

本町３丁目１－１３

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

休日診療、夜間診療を受診するときは、まず電話で症状を連絡しましょう。

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日深夜

橿原市休日夜間応急診療所
0744 22 9683

※保険証を持参してください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状
により、二次救急医療機関の診療を
お勧めする場合があります。受診前
に電話で確認してください。
※マスクを着用してお越しください。

応急を要する

小児科の診療

０時～６時

６月５日（日） １２日（日） １９日（日） ２６日（日） 

岡口１丁目２－２２ 

右右馬医院 

☎２２・２２８１ 

須恵2丁目１－２５ 

山山田医院 

☎２２・２０３９ 

野原西４丁目９－２５ 

中中谷内科医院 

☎２２・３６８３ 

窪町１２６－１ 

前前防医院 

☎２２・２０７２ 

７月３日（日） １０日（日） １７日（日） １８日（月） 

二見４丁目２－４ 

寒寒川医院 

☎２２・２１２０ 

新町２丁目３－８ 

槇槇野医院 

☎２２・２００４ 

今井２丁目２－１２ 

岩岩井内科 

☎２６・１２１２ 

中之町１６１７－１ 

田田畑医院 

☎２５・１２１１ 

２４日（日） ３１日 （日） 

本町１丁目７－２３ 

後後藤医院 

☎２２・２６９５ 

五條１丁目７－５ 

辻辻田クリニック 

☎２５・４１４５ 
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熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿

な
環
境
下
で
の
作
業
や
運
動

に
よ
り
、
体
内
の
水
分
や
塩

分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体

温
調
節
機
能
が
働
か
な
く
な

る
病
気
で
す
。

　

ま
た
、
熱
中
症
は
必
ず
し

も
炎
天
下
で
運
動
し
た
と
き

だ
け
で
な
く
、
特
に
乳
児
や

高
齢
者
は
暑
い
室
内
や
車
の

中
に
長
時
間
い
る
だ
け
で
も

熱
中
症
に
な
り
ま
す
。
重
症

の
熱
中
症
は
緊
急
を
要
す
る

危
険
な
状
態
で
す
。

熱
中
症
に
ご
注
意
を
!!

五條消防署からのお知らせ

　

熱
中
症
は
す
こ
し
の
注
意
で

予
防
で
き
る
の
で
、
日
ご
ろ
か

ら
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
熱
中
症
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
た
ら
、
涼
し
い
日
陰

や
冷
房
の
効
い
た
室
内
に
移
動

し
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど

を
こ
ま
め
に
補
給
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
体
温
上
昇
、め
ま
い
、

頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
症
状
、

反
応
が
鈍
く
な
っ
た
り
意
識
が

は
っ
き
り
し
な
い
、
け
い
れ
ん

が
起
こ
る
場
合
は
救
急
車
を
呼

び
ま
し
ょ
う
。

  熱中症の予防法！
○こまめに水分、塩分を補給する

○直射日光や高温下に長時間いない

○扇風機やエアコンを使用した温度調整を行う

○室温が上がりにくい環境を作る

（換気、遮光カーテン、すだれ）

○屋外では日傘や帽子を着装する

○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服を着用する

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

維
持
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
て
10
年
に
な
り

ま
す
。
10
年
を
経
過
す
る
と
機

器
の
劣
化
や
電
池
切
れ
等
が
お

こ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ご

自
宅
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

点
検
し
ま
し
ょ
う
！

※

故
障
か
電
池
切
れ
か
わ
か
ら

　

な
い
場
合
は
説
明
書
を
読
む

　

か
、
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ

　

せ
て
く
だ
さ
い
。

危
険
物
安
全
週
間
が

　
　
　

実
施
さ
れ
ま
す

「
危
険
物　

決
め
ろ
無
事
故
の

ス
ト
ラ
イ
ク
」
を
推
進
標
語
に

６
月
５
日（
日
）か
ら
11
日（
土
）

ま
で
の
７
日
間
、
危
険
物
安
全

週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
週
間
は
、
毎
年
６
月
の

第
２
週
を
期
間
と
定
め
、
危
険

物
を
取
り
扱
う
事
業
所
へ
危
険

物
の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
及
び
啓
発
を
推
進
し
、
自
主

保
安
体
制
の
確
立
を
促
す
目
的

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所

は
、
次
の
事
項
の
取
り
組
み
に

よ
り
安
全
確
保
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

▼
危
険
物
施
設
の
位
置
、
構
造

　

及
び
設
備
の
維
持
管
理
。

▼
危
険
物
地
下
タ
ン
ク
及
び
地

　

下
埋
設
配
管
の
漏
れ
の
点
検

　
（
定
期
点
検
）

▼
避
難
・
通
報
・
消
火
等
の
消

　

防
訓
練
の
実
施
や
危
険
物
の

　

保
安
体
制
の
整
備
。

■
問
合
先　

五
條
消
防
署

☎
２
２
・
３
３
１
０

実
技
救
命
講
習
会
の

お
知
ら
せ

　

自
由
に
参
加
で
き
る
『
実
技

救
命
講
習
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
、「
救
命
入
門

コ
ー
ス
」
を
受
講
し
た
人
が
、

受
講
日
か
ら
お
お
む
ね
12
か
月

以
内
に
こ
の
講
習
を
受
講
す
る

こ
と
で
、
普
通
救
命
講
習
を
修

了
し
た
も
の
と
認
定
で
き
る
、

実
技
を
主
体
と
し
た
講
習
で

す
。
救
命
入
門
コ
ー
ス
か
ら
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し
て
受
講

す
る
際
の
講
習
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
習
会
に

ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
時　

７
月
23
日
（
土
）　

　

９
時
〜
11
時

■
場
所　

五
條
消
防
署　

　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象
者　
「
救
命
入
門
コ
ー

　

ス
」
の
受
講
日
か
ら
、
お
お

　

む
ね
12
ヶ
月
以
内
の
人

■
費
用　

無
料

■
定
員　

先
着
30
人

■
募
集
締
切　

７
月
15
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

五
條
消
防
署

☎
２
２
・
３
３
１
０

山
火
事
予
防

　

啓
発
登
山
を
実
施

　

春
先
は
山
林
に
落
ち
葉
や
枯

葉
が
散
乱
し
、
空
気
が
乾
燥
す

る
た
め
、
全
国
で
山
火
事
が
多

発
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

　

５
月
２
日
、
五
條
消
防
署
で

は
山
火
事
予
防
の
啓
発
活
動
と

新
人
隊
員
の
地
理
把
握
・
体
力

向
上
を
目
的
と
し
て
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ト
レ
イ
ル
を
縦
走
し
ま

し
た
。
ル
ー
ト
の
数
か
所
に
山

火
事
予
防
の
看
板
を
設
置
し

て
、
行
楽
客
に
山
火
事
予
防
の

啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
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現
在
、
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

高
齢
者
向
け
給
付
金

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

地
震
の
備
え
は
地
震
保
険
で

　

地
震
で
住
ま
い
が
倒
壊
し
た
場
合
の
公

的
補
償
は
限
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
た
。
万

一
の
際
の
自
力
再
建
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
備
え
れ
ば
よ
い
か
。

　
　
　

  

助
言

　

火
災
保
険
の
特
約
と
し
て
地
震
保
険
を

付
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
保
険
の
契
約
期
間
中
な
ら
中
途
で

も
地
震
保
険
の
契
約
は
可
能
で
す
。
地
震

保
険
は
ど
の
保
険
会
社
と
契
約
し
て
も
補

償
内
容
や
保
険
料
は
一
律
で
、
仮
に
加
入

の
保
険
会
社
が
破
た
ん
し
て
も
保
険
金
は

削
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
例
え
全
損
で
保
険
金
が
全
額
支

給
さ
れ
て
も
、
元
通
り
の
家
が
建
て
ら
れ

る
ほ
ど
の
金
額
で
は
な
い
こ
と
も
理
解
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
加
入
中
に
被

災
し
た
場
合
は
、
室
内
外
の
被
害
状
況
が

分
か
る
写
真
を
撮
影
し
て
お
く
方
が
給
付

金
の
申
請
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
も
加

入
時
か
ら
心
得
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
加
入
の
火
災
保
険
会
社
、
も
し
く

は
消
費
生
活
相
談
室
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

　
（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

高齢者向け給付金

市民課からのお知らせ 個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー
ド
通
知
カ
ー
ド

平
日
時
間
外
・

　

休
日
受
け
取
り
窓
口

6/6（月)・20（月）
18 時 30 分まで

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

②
通
知
カ
ー
ド

③
本
人
確
認
書
類
（
有
効
期
間
内
の
も
の
に
限
る
）

④
印
鑑

⑤
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

※

受
け
取
り
は
原
則
本
人
に
限
り
ま
す
。

※

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
本
人
お

よ
び
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
２

〜
３
点
、
必
ず
写
真
付
身
分
証
明
が

１
点
必
要
）
と
、
本
人
が
市
役
所
に

取
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
実

を
証
明
す
る
診
断
書
等
の
書
類
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

▼
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

①
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類
等

※

通
常
の
窓
口
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

市
民
課
（
内
線
５
０
３
）

交付場所

市役所市民課窓口

6/26（日）
９時～ 15時

　

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申
請

期
間
は
７
月
26
日
（
火
）
ま
で

で
す
。
郵
送
の
場
合
は
７
月
26

日
（
火
）
必
着
で
す
。

※

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行

　

わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
支
給

　

で
き
ま
せ
ん
。

※

申
請
に
必
要
な
書
類
（
本
人

　

確
認
書
類
や
口
座
確
認
書
類

　

の
コ
ピ
ー
、
非
課
税
証
明
書

　

等
）
に
不
備
が
あ
る
と
受
付

　

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は

　

返
却
し
ま
す
の
で
、
再
度
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

審
査
の
結
果
、
支
給
決
定
さ

　

れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
支
給

　

決
定
通
知
書
を
送
付
し
、
指

　

定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま　

　

す
。
支
給
対
象
外
と
な
っ
た

　

人
に
は
非
該
当
通
知
書
を
送

　

付
し
ま
す
。

※

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で

　

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
か
ら

　

支
給
さ
れ
ま
す
。

※

振
込
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、

　

指
定
口
座
の
名
義
変
更
や
解

　

約
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

平日時間外

休日

記
念
に
い
か
が
で
す
か

「
出
生
記
念
証
」

「
婚
姻
記
念
証
」　

　
　
　

を
お
渡
し
し
ま
す

　

出
生
届
、
婚
姻
届
を
本
庁
ま

た
は
支
所
窓
口
に
提
出
さ
れ
た

方
に
対
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念

証
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
市

の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
あ
し
ら
っ
た

カ
ラ
ー
台
紙
で
写
真
を
貼
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
祝
い
の
記

念
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
市
民
課
（
内
線
２
６
３
）

■
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
度

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

　

象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度

　

中
に
65
歳
以
上
と
な
る
人
（

　

昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
人
）

※

市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が

　

課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養

　

親
族
を
除
く
。

※

生
活
保
護
の
被
保
護
者
を
除

　

く
。

■
支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人

　

に
つ
き
３
万
円

※

申
請
か
ら
入
金
ま
で
に
２
か

　

月
程
度
か
か
り
ま
す
。

※

給
付
金
を
装
う
詐
欺
に
注
意

　

し
て
く
だ
さ
い
。
不
審
な
電

　

話
な
ど
は
す
ぐ
に
警
察
に
通

　

報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

　

臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口

　

☎
２
２
・
５
０
７
３

　

社
会
福
祉
課　

　
（
内
線
２
０
９
）

  

の
お
知
ら
せ
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五條市職員採用試験を行います
五條市では、次のとおり職員採用試験を実施します。詳しくは試験案内を確認してください。

※受験資格年齢は、平成 29年４月１日時点の年齢です。

※事務職については、採用後、土木建築に関する専門業務に従事する場合があります。

※保育士については、保育士証及び幼稚園教諭免許の両方を有する人となります。ただし、保育士証については国家戦略特別区域限

定保育士証のみの所有者は除きます。また、配属先は保育所、児童福祉関連施設又は幼稚園及び教育関連施設となります。

※欠員の状況等に応じて、採用日以前に、本人の同意を得た上で採用する場合があります。

【注】受験資格の「短大」には、高等専門学校及び学校教育法による専修学校の専門課程のうち、修業年限が２年以上であり、かつ、

1,600 時間以上の授業の履修を義務付けている課程であって、当該履修の成果が授業科目の目標に達していることを筆記試験そ

の他の方法により認められていることを修了の要件とするもの(当該受験資格該当課程であることの証明が得られるものに限る)

を含みます。

※地方公務員法第１６条に定める欠格条項に該当する人は受験できません。

※試験区分が「大学」の人は「短大」又は「高校」を受験できません。また「短大」の人は「高校」を受験できません。

試験案内・受験申込書は、秘書課人事係（市役所２階）で配布しています。（土日祝のぞく）
▼試験案内は市ホームページからもダウンロードできます。

▼試験案内を郵便で請求する場合は、封筒の表に「○○職（○○区分）採用試験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒

（角形２号に 140 円切手を貼って宛先を明記したもの）を必ず同封してください。※延着などの責任は負いかねます。

平成29年
4月採用

職種および 
試験区分 

採用予定 
人員 

受験資格 
年齢 

試験日 試験案内 
配布開始日 試験方法 

第１次 第２次 

事務職 

大 学 12人程度 大学卒以上 29歳まで 

7月23日(土） 
24日(日)の 
2日間 

9月18日(日） 
19日（月・祝）
の2日間 

６月１日 
（水） 

第1次：教養、論文 
事務適性検査 
職場適応性検査 
集団面接 

第2次：集団討論 
個人面接 

短 大 ２人程度 短大卒 
25歳まで 

9月18日(日) 10月30日(日) ８月１日 （月） 

第1次：教養、論文 
事務適性検査 
 

第2次：個人面接 

高 校 ２人程度 高校卒 
20歳まで 

身 体 
障害者 
対 象 

１人 高校卒以上 
35歳まで 

知 的 
障害者 
対 象 

１人 高校卒以上 
35歳まで 

11月上旬 
（予定） 

11月下旬 
（予定） 

10月上旬 
 

第1次：教養 
第2次：個人面接 

実地試験 

技術職 
（土木） 

大 学 １人程度 大学卒以上 29歳まで 

7月23日(土） 
24日(日)の 
2日間 

9月18日(日） 
19日（月・祝）
の2日間 

６月１日 
（水） 

第1次：教養、専門 
事務適性検査 
職場適応性検査 
集団面接、論文 

第2次：集団討論 
個人面接 

短 大 
１人程度 

短大卒 
25歳まで 

9月18日(日) 10月30日(日) ８月１日 （月） 

第1次：教養、専門 
論文 
事務適性検査 

第2次：個人面接 高 校 高校卒 
20歳まで 

社会福祉士 １人 
《有資格者》 

 
34歳まで 

9月18日(日) 

10月30日(日)

10月29日(土)
　30日(日)の
 　　2日間

 ８月１日 （月） 

第1次：専門、論文 
社会人基礎試験 

 
第2次：個人面接 

保育士 ７人 

《有資格者》 
 

29歳まで 
 

職務経験者 
30歳から 
39歳まで 

第1次：専門、論文 
社会人基礎試験 
 

第2次：個人面接 
    実技 
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■申込・問合先　五條市職員採用試験委員会事務局（秘書課人事係内）　（内線２０５・２３９）
　　　　　　　　　（〒 637-8501　五條市本町 1丁目１番１号）

※１ 「民間企業等」には、会社員、団体職員、公務員、自営業者等としての職歴が該当します。

※２ 「職務経験」については、週 30時間以上の勤務を 6ヶ月以上継続した期間が該当し、設計・施工管理に関する職務経験が

　　通算３年以上あることを要します。なお、正規、非正規などの雇用形態は問いません。

※３本市が指定する国家資格を有する方は職務経験が２年以上とします。

　　( 詳しくは、試験案内を確認してください )

※地方公務員法第１６条に定める欠格条項に該当する人は受験できません。

■受付期間

■申込方法　持参または郵送してください。　

平成28年
10月採用

i
広
報
紙

ス
マ
ホ
用

広
報
紙

閲
覧
ア
プ
リ

　

i
広
報
紙
は
、
こ
の
「
広
報
五
條
」
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
エ
コ
な
広
報
紙
、「
i
広

報
紙
」
を
皆
さ
ん
も
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

ス
マ
ホ
で
広
報

ど
こ
で
も

い
つ
で
も

■問合先　企画政策課（内線２８６）

ダウンロードはこちら

職種および試験区分 
採用予定 

人数 
受験資格 

試験内容 

第１次 第２次 

技術職 

(土木建築) 

職務  

経験者 
３人程度 

昭和 54年４月２日以降に生まれた人で、大学、短期

大学、高等学校を卒業した人で、民間企業等(※1)に

おける土木又は建築技術の職務経験(※2)が最終学歴

修了後から平成 28 年５月 31日までの間に通算３年

以上(※3)ある人 

書類選考 

（試験会場で 

 の試験はあ 

 りません） 

7月24日（日） 

事務適性検査

 
個人面接

 

 

 

職種  受付期間  

  

６月２日 ( 木 ) ～６月 15日 ( 水 )　

※郵送の場合、６月 15日 ( 水 ) の消印有効

事務職 ( 短大・高校、身体障害者対象 )
技術職土木 ( 短大・高校 )
社会福祉士
保育士

事務職 ( 知的障害者対象 )

事務職 ( 大学 )、技術職土木 ( 大学 )

技術職（土木建築・職務経験者） ６月２日 ( 木 ) ～６月 22日 ( 水 )

※郵送の場合、６月 22日 ( 水 ) の消印有効

８月２日 ( 火 ) ～８月 15日 ( 月 )　

※郵送の場合、８月 15日 ( 月 ) の消印有効

10月上旬から 10月中旬

五條市職員採用試験
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図書館

図書館
ホームページ

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

６ 月

　

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
と
と
姉
ち
ゃ
ん
」
主
人
公
・

常
子
の
「
魂
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」

花
山
伊
佐
次
の
モ
デ
ル
と
し
て

知
ら
れ
る
花
森
安
治
の
人
生
を
、

反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
船

瀬
俊
介
が
描
い
た
評
伝
。
秘
蔵

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
花
森
の
素

顔
に
迫
る
。

船
瀬 

俊
介
／
著　

イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス　

ジ
ェ
シ
ー
・
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
／
作

志
多
田 

静
／
訳 

六
耀
社

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ス
フ
ィ
ン

ク
ス
は
ど
う
や
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
博
物
館
へ
運
ば
れ
、
ど

う
や
っ
て
私
た
ち
が
見
学
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
？ 

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
旅
を
、
鮮
や
か
な
彩

色
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で

物
語
る
。

川
畑 

重
盛
／
著

K
A
D
O
K
A
W
A

中
川 

李
枝
子
／
著

日
経
B
P
社

『暮しの手帖』をつくった男
きみは、花森安治を知っているか?

ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
／
作

ブ
ー
テ
・
ド
・
モ
ン
ヴ
ェ
ル
／
絵

大
澤
千
加
／
訳　

洋
洋
社

ママ、もっと自信をもって

ミュージアムに
スフィンクスがやってきた

ITソリューション
会社図鑑
野
村
総
合
研
究
所
／
監
修

青
山
邦
彦
／
絵

日
経
B
P
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
／
編
集

日
経
B
P
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

中
川 

洋
典
／
聞
き
手
・
絵

解
放
出
版
社

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

焼き肉を食べる前に。親子で学ぶ
国際教養が身につく本
グローバル対応力
山
崎 

紅
／
著

日
経
B
P
社

ゼロから始める!
「民泊ビジネス」の教科書

ラ・フォンテーヌ寓話

新
し
い
雑
誌
が

　

加
わ
り
ま
し
た

　

た
く
さ
ん
の
リ
ク
エ

ス
ト
や
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
新
し
い
雑
誌
が
増
え

ま
し
た
。
最
新
号
の
貸

出
は
で
き
ま
せ
ん
が
予

約
は
可
能
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

M
O
R
E

(

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン)

週
刊
文
春(

総
合
雑
誌)

S
A
V
V
Y

(

関
西
情
報
誌)

ゆ
う
ゆ
う(

健
康)

月
刊
自
家
用
車(

趣
味)

歴
史
人(

教
養)

P
o
p
t
e
e
n

(

テ
ィ
ー
ン
誌)

国
際
交
流

E
x
c
h
ange

In
ternatio

n
a
l

英語
コミュニケーション

英語
コミュ

ニケー
ション

第 85回

こん
にち
は、　

エリ
ック
・コ
ズィ
オー
ルで
す

I have been playing games for as long as I 
remember. It has been a hobby that has helped 
me make friends, helped me decide what to 
study in college, and helped me learn Japanese. 
So it makes me quite upset to see that people 
who enjoy games are often portrayed as 
unmotivated shut-ins with a dangerous 
obsession.

As I have said, if anything, I have made more 
friends through games than any other hobby I 
have ever had. Technology has changed things 
so much that thanks to things like social 
networks and online streaming, I have made 
friends from all over the world. Even if I sit at 
home and play a game by myself, I am able to 
share my own experience with people 
throughout the world, communicate and learn. 
Games have helped me learn so much, and I am 
happier for it.

What I wish people would remember is that any 
hobby can be a problem when obsession is 
involved. I have seen people get into trouble with 
“good” hobbies like sports, exercise and 
traveling. Whenever we use a hobby to ignore 
the issues of life, that is the true problem, not the 
hobby itself.

　私は、物心がついた頃からゲームをし始めました。ゲー
ムという趣味を通じて友達ができましたし、大学で何を学
ぶべきかを決めることもできました。またゲームは、日本
語を学ぶのにも役立ちました。ですから、ゲームを楽しむ
者が、異常なほどにそれにのめり込んで、引きこもってい
るかのように描かれているのを見ると、私は非常に残念で
なりません。

　先にも述べましたが、私は他の何よりもゲームを通じて
友達ができました。科学技術は物事を大きく変えました。
ソーシャルネットワーク（インターネット上の交流を通し
てネットワークを構築するサービスのこと）やオンライン
ストリーミング（インターネットを通じて音声や動画など
を転送したり再生したりすること）のおかげで、私は世界
中に友達ができました。家で座って、一人でゲームをして
いても、世界中の人々と自分の体験を分かち合えますし、
会話をしたり、お互いに学び合ったりすることもできます。
私は、ゲームを通じて多くのことを学び、より幸せになり
ました。

　私が皆さんに覚えておいてほしいことは、どんな趣味で
も執着しすぎると問題になるということです。スポーツや
エクササイズ、それに旅行などのいわゆる「いい」趣味で
も、（それにのめり込み過ぎて）トラブルに巻き込まれて
いる人たちもいます。生活を忘れるぐらい没頭してしまう
と、それはもう趣味ではなく、深刻な問題です。

Moderation 節度を守ること

Everything in moderation, even moderation.
This is a funny sounding quote with an excellent point. We should 
take care not to do one thing too much, but also not not do one 
thing too much.
「何ごともほどほどに、節度さえもほどほどに」
すこしわかりにくい表現ですが、これは非常に優れた引用です。
一つのことに執着し過ぎないようにするだけでなく、執着しなさ過
ぎないようにすることも大切なのです。

すーくん
五條市立
図書館

c
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入社 11 年目Uchinoura Takashi製造部　奈良工場内ノ浦隆志

　社員全員仲が良く、先輩方からも優しく仕事を教えてもらっています。
　社会に貢献できる製品を製造することにやりがいを感じています。

より良い製品をより安く社会に提供します
　全自動の生産ラインで、被覆材料から一貫して電線を製造しており、
　品質・シェア共に№１の製品を数多く市場に送り出しています。
　春には工場に咲く桜を見ながらのバーベキューやソフトボール
　大会等の楽しい行事もあります。

会社概要

内容　家庭用から工事用まで各種電線の製造・販売

代表者　代表取締役社長　永野 隆彦

操業年月日　昭和３０年２月（創業６２年目）

従業員　３３０人（平成２８年３月１日現在）（うち奈良工場１８人）

五條市の元気な企業と従業員 FILE.012  富士電線工業株式会社奈良工場
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

富士電線工業株式会社　奈
良工場（住川町１３３１番

地　テクノパーク・なら工
業団地内）

☎０７４７・２６・３２５
１

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）。入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）

 　

五
條
市
の
万
葉
歌
碑
は
11
箇
所
に
あ
り
ま
す
。

主
な
歌
碑
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

①
（
巻
一
・
４
）
「
た
ま
き
は
る
宇
智
の
大
野

に
馬
並
め
て
朝
踏
ま
す
ら
む
そ
の
草
深
野
」
・

作
者
＝
中
皇
命
が
従
者　

間
人
蓮
老
に
詠
ま
せ

舒
明
天
皇
に
献
じ
た
と
す
る
説
が
有
力
・
場
所

＝
荒
坂
峠
・
内
容
「
宇
智
の
広
野
で
こ
の
朝
、

わ
が
大
君
は
馬
を
並
べ
て
朝
の
野
を
踏
み
立
て

て
狩
り
を
し
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
草
深

い
野
を
」
（
『
名
句
辞
典
』
に
よ
る
）
・
書
＝

武
者
小
路
実
篤

②
（
巻
一
・
５
５
）
「
あ
さ
も
よ
し
紀
人
羨
も

し
も
亦
打
山
行
き
来
と
見
ら
む
紀
人
羨
し
も
・

作
者
＝
調
首
淡
海
が
大
宝
元
年
（
７
０
１
）
年

文
武
天
皇
の
紀
伊
行
幸
の
際
に
詠
む
。
場
所
＝

真
土
峠
「
紀
伊
の
人
は
う
ら
や
ま
し
い
な
真
土

峠
を
行
き
帰
り
に
見
る
と
い
う
」
（
『
古
典
文

学
大
系
』
）
・
書
＝
水
原
秋
桜
子

③
（
巻
十
・
２
０
９
６
）
「
ま
葛
原
な
び
く
秋

風
吹
く
ご
と
に
阿
太
の
大
野
の
萩
の
花
散

る
」
・
作
者
不
詳
・
場
所
＝
大
野
新
田
・
内
容

「
葛
の
生
え
て
い
る
野
原
が
な
び
く
秋
風
が
吹

く
た
び
に
阿
太
の
大
野
の
萩
の
花
が
散
る
」

見取り図案内其の九十

「五條の万葉歌碑」

◎展示案内

6月25日（土）まで

▼日本・唐土 二千年袖鑑

な
か
つ
す
め
ら
み
こ
と

（
『
全
訳
古
語
辞
典
』
）
・
書
＝
橋
本
柴
閣

④　

③
と
同
じ
万
葉
歌
・
場
所
＝
西
阿
田
町

行
円
寺
裏
山
・
書
＝
阿
波
野
青
畝

⑤
（
巻
十
一
・
２
８
３
９
）
「
斯
く
し
て
や

な
ほ
や
守
ら
む
大
荒
木
の
浮
田
の
杜
の
標
に

あ
ら
な
く
に
」
・
作
者
不
詳
・
場
所
＝
荒
木

神
社
境
内
・
内
容
「
こ
う
し
て
会
え
な
い
あ

の
人
を
な
お
見
守
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
あ
の
大
荒
木
の
浮
田

の
杜
の
標
で
も
な
い
の
に
」
（
『
古
典
文
学

大
系
』
）
・
書
＝
鹿
児
島
寿
蔵

⑥
（
巻
十
一
・
２
６
９
９
）
「
阿
太
人
の
梁

打
ち
渡
す
瀬
を
速
み
心
は
思
へ
ど
直
に
逢
は

ぬ
か
も
・
作
者
不
詳
・
場
所
＝
南
阿
田
町
亀

多
桃
牛
宅
・
内
容
「
阿
太
人
の
魚
梁
を
打
つ

瀬
の
流
れ
が
激
し
い
よ
う
に
、
周
囲
の
様
子

が
激
し
い
の
で
心
に
は
思
っ
て
い
る
が
直
接

に
会
え
な
い
こ
と
よ
」
（
『
古
典
文
学
大

系
』
）
・
書
＝
前
川
佐
美
雄

「
万
葉
歌
」
を
通
し
て
五
條
を
眺
め
て
み
る

と
、
見
慣
れ
た
風
景
が
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
世

界
に
見
え
て
き
ま
す
。
「
記
紀
・
万
葉
」
成

立
時
期
、
五
條
は
栄
山
寺
を
拠
点
に
、
政
治

や
文
化
の
人
々
が
集
う
華
や
か
な
土
地
で
も

あ
り
ま
し
た
。
ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
２
０
１

６
で
は
こ
の
万
葉
歌
を
音
楽
に
の
せ
て
ソ
プ

ラ
ノ
岡
田
由
美
子
さ
ん
が
歌
い
ま
す
。

　

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

古代「宇智の大野」と呼ばれた場所に建つ荒坂峠の万葉歌碑

な

は
し
ひ
と
の
む
ら
じ
お
ゆ

と
も

ま
つ
ち
や
ま

つ
き
の
お
び
と
あ
ふ
み

も
り

や
な

く
ず
は
ら

も

し
め

か
た
だ

と
も

▼ムジークフェストなら2016

　岡田由美子

　ソプラノコンサート

　「動物たちとの小さな世界」
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こそだてひろば

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
に
じ

い
ろ
電
車
」
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で

す
。 ０歳～

未就園児

保
育
所
に
遊
び
に
行
こ
う

各回 子ども1人100円、2人130円　
■問合先　児童福祉課（内線349）
メール　niziirotrain@gmail.com（代表 番匠）
初めての参加者は事前に連絡してください。

6/2
（木）

6/16
（木）

子育てサークル

にじいろ電車
■
現
地
集
合
と
な
り
ま
す
。

■
定
員　

10
組
程
度

６か月～
１歳まで

１歳児
対象

バンビの広場　

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！
（
５
歳
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

ぴよぴよの広場　

お
は
な
し
広
場

毎週
火・木 い

っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
お
い
で
！
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ
ん

の
身
長
、
体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

※

前
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

２歳～
３歳

おたまじゃくしの広場　

毎週火曜 10時～11時
前日までに申し込んでください。

毎週水曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

つどいの広場　

毎週月・金曜日
9時30分～11時30分
（カルム五條で開催）

１歳～
５歳

　

五
條
児
童
館
で
は
、
年
齢
別
で
親

子
の
ふ
れ
あ
い
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

専
任
の
保
育
士
が
親
子
の
い
ろ
ん
な

遊
び
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

※

参
加
費
は
無
料
で
す
。

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

結
婚
相
談
所
に

　

登
録
し
ま
せ
ん
か

新
し
い
出
逢
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か

　

結
婚
相
談
員
が
出
逢
い
の
場
を

提
供
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は

　

勤
務
す
る
未
婚
の
人
で
結
婚
相

　

手
の
仲
介
を
希
望
す
る
人

■
利
用
方
法

①
結
婚
相
談
員
が
話
を
聞
き
、本

　

人
の
意
思
確
認
な
ど
を
行
い
ま

　

す
。

②
登
録
手
続
き
の
書
類
に
記
載
し

　

ま
す
。（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
写
真
の

　

添
付
、希
望
す
る
条
件
等
を
記

　

入
）

③
相
談
員
が
申
請
内
容
等
を
確
認

　

し
、相
手
を
紹
介
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

毎
月
第
２
土
曜
日
、

　

第
４
木
曜
日　

13
時
〜
16
時

　

６
月
は
11
日（
土
）と
23
日（
木
）

■
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
新
町
3
丁
目
3
番
3
号
）　
　

■
登
録
に
必
要
な
も
の

　

身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
な

　

ど
）・
印
鑑
・
写
真（
写
真
の
登
録

　

は
自
由
）・
独
身
証
明
書（
市
民

　

課
で
発
行
）　

■
問
合
先　

児
童
福
祉
課

　
（
内
線
３
４
９
）

児
童
手
当
の

　
　
　

現
況
届

忘
れ
ず
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
手
当
を
引
き
続
い
て
受
け

る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。

提
出
が
な
い
と
６
月
以
降
の
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

５
月
末
に
現
況
届
の
通
知
を
送

付
し
ま
す
の
で
、６
月
末
日
ま
で
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

　

６
月
１
日（
水
）か
ら
６
月
30
日

　
（
木
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
ま
で

※

土
日
受
付　

　

６
月
18
日（
土
）、19
日（
日
）

　

９
時
〜
17
時
ま
で（
本
庁
の
み
）

■
提
出
・
問
合
先

　

児
童
福
祉
課（
内
線
３
６
６
）

　

・
西
吉
野
支
所
・
大
塔
支
所

毎週木曜10時～11時
（H25.4/2～H26.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

牧
野
保
育
所

宇
智
野
保
育
所

第１
月曜日

（
10
時
〜
11
時
）

（
10
時
〜
11
時
）

※

保
育
所
に
行
か
な
い
場
合
カ
ル
ム

　

五
條
で
遊
び
ま
す
。

■
時
間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

18こそだてひろば



おしらせ・イベント

五條市広報フェイスブックページ
https://www.facebook.com/gojokoho/

　

６
月
27
日
（
月
）
〜
７
月
３

日
（
日
）
い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・

児
童
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の
人

権
に
か
か
わ
る
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
及

び
法
務
局
職
員
が
無
料
・
秘
密

厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

６
月
27
日
（
月
）
か

　

ら
７
月
１
日
（
金
）

　

８
時
30
分
〜
19
時
ま
で

※

７
月
２
日
（
土
）・
７
月
３
日

（
日
）
は
10
時
か
ら
17
時
ま
で

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※

携
帯
電
話
・
P
H
S
使
用
可
、

一
部
IP
電
話
使
用
不
可　

■
対
象　

児
童
・
生
徒
お
よ
び

　

そ
の
保
護
者

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
お

　

よ
び
法
務
局
職
員

■
問
合
先　

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
５
４
５
７

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

ま
ず
は
電
話
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　

　

次
の
日
程
は
開
放
日
で
、
送
迎
バ

ス
を
コ
ー
ス
で
運
行
し
ま
す
。※

乗

車
時
間
は
予
約
状
況
に
よ
り
調
整

し
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
五
條
地
区

　

６
月
４
日
（
土
）　

６
月
18
日
（
土
）

　

７
月
９
日
（
土
）　　

▼
西
吉
野
地
区

　

６
月
11
日
（
土
）　　

　

７
月
２
日
（
土
）　

７
月
16
日
（
土
）

※

４
月
よ
り
開
放
日
が
月
３
日
に
変

　

わ
っ
て
い
ま
す
。

※

偶
数
月
は
西
吉
野
地
区
、
奇
数
月

　

は
五
條
地
区
の
開
放
日
が
１
日
と

　

な
り
ま
す
の
で
、
間
違
え
な
い
よ

　

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
カ
ン
タ
ン
手
織
り
（
要
材
料
費
）・

　

ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
・

　

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
無
料
で
楽
し
め

　

ま
す
。

■
送
迎
バ
ス
申
込
み
方
法

　

利
用
す
る
場
合
は
２
日
前
（
休
館

　

日
は
そ
の
前
日
）
ま
で
に 

①
名

　

前 

②
電
話
番
号 

③
乗
車
場
所
（
最

　

寄
の
バ
ス
停
）
を
伝
え
て
予
約
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

　
（
カ
ラ
オ
ケ
は
10
時
〜
15
時
）

　

五
條
市
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

２
年
生
を
対
象
に
研
修
会
の
一

般
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
実
施
日 

　

７
月
９
日（
土
）〜  

10
日（
日
）

■
場
所　

日
高
少
年
自
然
の
家

  (

和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
町)

■
内
容　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

　

ヤ
ー
・
海
辺
の
活
動
等

■
定
員    

15
名

■
参
加
費  

１
０
０
０
円

■
募
集
期
間

　

６
月
１
日(

水)

〜
15
日(

水)

■
申
込
・
問
合
先

　

生
涯
学
習
課 (

内
線
８
２
０)

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

一
般
参
加
者
募
集

み
ん
な
で
キ
ャ
ン
プ

　　

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
。
人
権
擁
護
委
員
は
平
成
28
年

度
の
啓
発
活
動
重
点
目
標
を
「
み
ん

な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
〜
考
え

よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

未
来
へ
つ

な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心

〜
」
と
定
め
、
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

五
條
市
で
は
市
内
４
ヵ
所
の
公
民

館
等
で
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
、
人
権
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
人

権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
一
番
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
１
日
（
水
）

　

10
時
〜
15
時

・
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
３
７
２
７

・
牧
野
公
民
館

　

☎
２
４
・
３
１
７
５

・
賀
名
生
公
民
館

　

☎
３
２
・
０
０
０
１

・
大
塔
支
所

　

☎
３
６
・
０
３
１
１

※

大
塔
支
所
に
つ
い
て
は
13
時
〜
15
時

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
２
５
・
１
１
３
７

特
設
人
権
相
談
を
開
設
し
ま
す

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が　
　
　

施
行
さ
れ
た
日
で
す

老
人
憩
の
家

　
　

開
放
日
の
お
知
ら
せ

楽
し
く
す
ご
し
ま
せ
ん
か

　

よ
り
き
め
細
や
か
な
情
報

発
信
を
目
指
し
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

※

左
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み

　

取
る
か
、
下
記
の
U
R
L

　

を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
場
合

　

は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

　

ア
プ
リ
か
ら
「
五
條
市
広

　

報
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ

　

い
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
２
８
６
）

「
五
條
市
広
報
」

 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

 

が
で
き
ま
し
た

積
極
的
に
広
報
し
ま
す
!!

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、

　

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
。

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
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朝
市
出
店
者
募
集
!!

自
分
で
販
売
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

愛
情
を
込
め
て
作
っ
た
新
鮮
な
野
菜
、
果
物

を
ご
自
分
の
手
で
販
売
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
11
時　

■
場
所　

辯
天
宗
国
道
西
駐
車
場

■
販
売
方
法　

 

軽
ト
ラ
の
荷
台
ま
た
は
テ
ン
ト

■
出
店
料　

無
料

（
１
区
画　

間
口
３
ｍ×

奥
行
５
ｍ
）

■
申
込
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
次
の
４
点
を
記
載
の
う
え
、
申
込

　

先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
１
区
画
に
つ
き
ハ
ガ
キ
１
枚
必
要
）

　

①
氏
名

　

②
住
所

　

③
電
話
番
号　

　

④
出
品
予
定
物

■
申
込
期
限　

６
月
17
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
先　

　

五
條
野
原
青
空
市
場
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
企
業
観
光
戦
略
課
内
）

　
（
内
線
２
１
０
・
２
１
５
）

　

桜
を
植
栽
し
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
の
保

全
を
行
う
団
体
等
に
、「
日
本
さ
く
ら
の
会
」

が
適
当
と
認
め
る
場
合
に
は
各
種
桜
の
若
木
が

寄
贈
さ
れ
ま
す
。

■
寄
贈
物
件

　

桜
若
木
（
原
則
と
し
て
１
か
所
あ
た
り
50
本

　

以
上
4
5
0
本
ま
で
）、
事
業
表
示
石
碑
等

※

50
本
未
満
は
本
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
せ　

　

ん
。

■
寄
贈
時
期

　

平
成
28
年
12
月
〜
平
成
29
年
１
月
下
旬

■
寄
贈
の
決
定

　
「
日
本
さ
く
ら
の
会
」
が
審
査
し
て
決
定
し

　

ま
す
。
結
果
は
10
月
ご
ろ
に
応
募
団
体
に
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
先　

企
画
政
策
課　

企
画
政
策
係

■
受
付
期
間　

６
月
20
日
（
月
）
ま
で

※

寄
贈
の
決
定
に
は
所
定
の
審
査
が
あ
り
ま

　

す
。

※

申
請
書
様
式
等
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て　

　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課
（
内
線
２
０
６
）

平
成
28
年
度

宝
く
じ
桜
寄
贈
事
業

桜
の
植
栽
を
検
討
し
て
い
る
団
体
にに

団
体
に
体体体体体体体体体体

る
団団団団団贈

事
団
体体体体体体体体体

る
団

ににににに

募　

集

募　

集

五
條
市
美
術
協
会
展

　

出
品
作
品
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

６
月
23
日
（
木
）
か
ら

　

６
月
26
日
（
日
）
９
時
〜
17
時
ま

　

で
。
23
日
は
正
午
か
ら
。
26
日
は

　

15
時
30
分
ま
で
。

■
会
場　

市
民
会
館 （
絵
画
）

　

中
央
公
民
館
（
書
道
・
写
真
）　

■
公
募
作
品　

日
本
画
（
水
墨
画
を

　

含
む
）・
洋
画
・
彫
塑
・
写
真　

■
公
募
期
間　

６
月
23
日
（
木
）

　

午
前
中
の
み

■
出
品
点
数　

１
人
に
つ
き
２
点
以

　

内
。

■
作
品
の
規
格　

 

・
絵
画
部　

８
号
以
上
と
し
、
枠
張

　

額
装
と
す
る
。
彫
塑
は
特
に
制
限

　

し
な
い
。

・
写
真
部　

半
切
以
上
と
し
、
単
・
組
・

　

連
と
も
額
装
、
た
て
よ
こ
１
ⅿ×

　

２
ⅿ
以
内
と
し
、
組
・
連
は
１
枚

　

に
結
合
す
る
こ
と
。
な
お
、
す
べ

　

て
枠
張
ま
た
は
額
装
と
す
る
。

＊
各
部
と
も
作
品
の
額
は
ア
ク
リ
ル

　

製
が
望
ま
し
い
。

■
搬
入
搬
出
日　
　

・
搬
入
日
：
６
月
23
日
（
木
）

　

９
時
〜
10
時
30
分

　
（
各
々
の
展
示
場
所
に
搬
入
し
、　

　

展
示
作
業
を
行
う
）

・
搬
出
日
：
６
月
26
日
（
日
）

　

15
時
30
分
〜
17
時
。

※

搬
入
搬
出
は
、
原
則
と
し
て
出
品

　

本
人
が
手
続
き
を
行
う
こ
と
。　

■
出
品
手
数
料　

無
料

■
問
合
先　

・
絵
画
部　

萩
原
榮
文

☎
２
４
・
３
９
０
７

・
書
道
部    

島
岡  

修   

☎
２
２
・
４
９
８
６

・
写
真
部　

中  

正
幸　

☎
３
３
・
０
２
６
７

第
45
回
奈
良
県
高
齢
者
美
術
展

作
品
募
集

　

奈
良
県
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
る

高
齢
者
美
術
展
に
出
品
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時   

９
月
２
日
（
金
）
〜
７
日

（
水
）
（
５
日
は
休
館
） 

               

９
時
〜
17
時　

■
場
所   

奈
良
県
文
化
会
館

■
対
象
者　

 

県
内
に
在
住
す
る
ア
マ

　

チ
ュ
ア
で
、
昭
和
33
年
４
月
１
日

　

以
前
に
生
ま
れ
た
人
。

■
出
品
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
書
、

　

工
芸
、
手
芸
、
写
真

■
出
品
作
品   

１
部
門
に
つ
き
１
人

　

２
点
ま
で
（
出
品
者
に
よ
り
創
作

　

さ
れ
た
も
の
で
未
発
表
の
も
の
）
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

■
出
品
手
数
料  

１
点
に
つ
き

　

1
0
0
0
円

■
申
込
・
作
品
提
出
先  

　

介
護
福
祉
課
長
寿
係

■
申
込
期
限    
７
月
１
日
（
金
）

■
問
合
先 　

奈
良
県
社
会
福
祉
協
議
会  

☎
０
７
４
４
・
２
９
・
０
１
２
０　

　

介
護
福
祉
課 

（
内
線
２
４
９
）

ア
ー
ト
講
座　

ち
ぎ
り
絵

鯉
の
滝
登
り
を
表
現
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
３
日
（
日
）

　

13
時
〜
17
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人 （
市
内
在
住
ま
た
は

　

お
勤
め
の
成
人
）

■
参
加
費　

1
8
0
0
円
（
材
料
費

　

1
5
0
0
円
・
利
用
団
体
連
絡
協

　

議
会
会
費
3
0
0
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
さ
れ

　

た
方
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で
き

　

ま
す
。

■
持
ち
物　

フ
エ
キ
の
り
・
は
さ
み
・

　

鉛
筆
・
筆(

小)

・
お
し
ぼ
り
、鉄
筆
・

　

先
の
と
が
っ
た
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
め

　

う
ち(

洋
裁
に
つ
か
う
も
の)

ま

　

た
は
竹
串

■
指
導
者　

し
ゅ
ん
こ
う
ち
ぎ
り
絵

　

講
師　

森
岡
武
子
先
生

講　

座

※

送
迎
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
な

　

ど
■
申
込
・
問
合
先　

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ま
き
の
苑

※

五
條
市
の
委
託
を
受
け
て
実
施
し

　

ま
す
。

☎
２
２
・
８
８
８
１　

担
当　

中
本

五
條
文
化
博
物
館

「
古
文
書
教
室
」
受
講
者
募
集

　

古
文
書
の
文
字
に
ふ
れ
て
、
昔
の

地
域
社
会
の
営
み
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
初
心
者
を
優
先
し
て
募
集
し
ま

す
。

■
日
時　

６
月
〜
平
成
29
年
３
月

　

第
１
・
第
３
木
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時

　
（
計
15
回
程
度
）　

■
場
所　

文
化
博
物
館

■
定
員　

先
着
６
人

■
費
用　

教
材
費
と
し
て

　

年
間
１
０
０
０
円

■
締
切　

６
月
10
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

文
化
博
物
館

☎
２
４
・
２
０
１
１

　

古
新
聞

■
申
込
方
法　

６
月
９
日
（
木
）
ま

　

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切
ら
せ
て
頂

　

き
ま
す
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り(

要
予
約
・

　

無
料)※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼

　

児
■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

（
火
曜
・
祝
祭
日
休
館
）

五
條
市
介
護
教
室

〜
家
で
も
で
き
る
簡
単
介
護
食
〜

　

参
加
者
募
集

　

簡
単
に
で
き
る
高
齢
者
向
け
の
食

事
を
調
理
実
習
も
含
め
て
紹
介
し
ま

す
。

※
嚥
下
（
飲
み
込
み
）
に
つ
い
て
の

　

お
話
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時
６
月
25
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

田
園
公
民
館

■
対
象　

介
護
を
し
て
い
る
家
族
、

　

介
護
に
関
心
の
あ
る
人
等

■
費
用　

材
料
費
の
み
２
０
０
円
程

　

度

■
申
込
方
法　

６
月
23
日(

木)

ま

　

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り(

要
予
約
・

　

無
料
）※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼

　

児
■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

（
火
曜
・
祝
祭
日
休
館
）

ア
ー
ト
講
座　

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

ト
ロ
ピ
カ
ル
な
夏
花
の
寄
せ
植
え
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

６
月
27
日
（
月
）

　

10
時
〜
11
時
30
分 

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
在
住
ま
た
は

　

お
勤
め
の
成
人
）

■
指
導
者　

ガ
ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ

　

ネ
ー
タ
ー　

青
木
恵
子
先
生

■
参
加
費　

２
３
０
０
円(

材
料
費

　

２
０
０
０
円
・
利
用
団
体
連
絡
協

　

議
会
会
費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
さ
れ

　

た
方
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で
き

　

ま
す
。

■
持
ち
物　

軍
手
・
筆
記
用
具
・
作

　

品
持
ち
帰
り
用
袋
・
ス
コ
ッ
プ
・

講　

座

講　

座

講　

座
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

狩
猟
免
許
取
得
促
進
講
習
会

■
日
時　

８
月
４
日
（
木
）

　

10
時
〜
16
時　

■
場
所　

橿
原
総
合
庁
舎

■
費
用　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

　

一
般
社
団
法
人
奈
良
県
猟
友
会　

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
８
１
２
５

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

　

６
月
の
く
み
取
り
は
、
下
記
の
日

程
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
業
者

ま
で
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
６
月
９
日
（
木
）・
23
日
（
木
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

手
話
奉
仕
員
派
遣
事
業

　

聴
覚
障
害
者
等
が
外
出
を
す
る
際

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
助
け

と
し
て
手
話
奉
仕
員
を
派
遣
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
が

必
要
で
、
利
用
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象　

聴
覚
・
言
語
に
関
す
る
障

　

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

■
利
用
で
き
る
外
出
先　

市
内
の
官

　

第
２
回　

９
月
４
日
（
日
）　

　

９
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

橿
原
総
合
庁
舎

※

前
日
に
事
前
講
習
が
開
催
さ
れ
ま

　

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
問

　

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

本
年
度
か
ら
事
前
講
習
の
講
習
料

　

に
つ
い
て
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

　

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
詳

　

細
に
つ
い
て
は
農
林
政
策
課
（
内

　

線
４
１
０
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

一
般
社
団
法
人
奈
良
県
猟
友
会　

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
８
１
２
５

狩
猟
免
許
更
新
に
係
る

　
　

適
性
検
査
及
び
講
習　

■
日
時

　

第
１
回　

６
月
17
日
（
金
）

　

第
２
回　

７
月
29
日
（
金
）

　

第
３
回　

８
月
25
日
（
木
）

　

第
４
回　

８
月
25
日
（
木
）

　

※
第
１
回
、
第
２
回
、
第
４
回
は

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
。
第
３
回

　

は
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

■
場
所　

第
１
回　

橿
原
総
合
庁
舎

　

第
２
回　

中
央
公
民
館

　

第
３
回
、
第
４
回　

　

奈
良
県
文
化
会
館

■
問
合
先　

　

一
般
社
団
法
人
奈
良
県
猟
友
会　

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
８
１
２
５

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）
参
加
者
募
集

　

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
２

年
講
座
の
１
年
目
で
す
。

■
日
程
（
年
間
30
回
）

　

７
月
15
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

　

19
時
〜
21
時

■
対
象
者　

手
話
に
興
味
が
あ
り
、

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す

　

る
人

■
場
所　

市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
（
新
町
３
丁
目
３
番
２
号
）

■
定
員　

20
人

■
指
導
者　

五
條
手
話
通
訳
者
会

■
参
加
料　

無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
３
２
４
０
円
実
費
）

■
申
込
締
切　

６
月
30
日
（
木
）

■
申
込
問
合
先　

社
会
福
祉
課

　
（
内
線
２
０
９
）

平
成
28
年
度
狩
猟
免
許
試
験
・

更
新
検
査
・
講
習
会

　

次
の
と
お
り
狩
猟
免
許
試
験
等
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
県
農
業
水
産
振
興
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
試
験

■
日
時　

第
１
回　

６
月
26
日
（
日
）

第
１
回
「
長
屋
門
さ
き
が
け
塾
」

受
講
生
募
集

 　

本
年
度
も
多
彩
な
講
師
陣
を
迎
え

天
誅
組
や
幕
末
に
関
す
る
楽
し
い
講

座
を
年
５
回
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
18
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
講
師　

入
野　

清
さ
ん

（
水
戸
大
使
・「
炎
は
消
え
ず
」
著
者
）

■
テ
ー
マ　
「
明
治
維
新
三
大
義
挙

　

を
語
る
①
」

■
場
所　

民
俗
資
料
館　

研
修
室

　
（
民
俗
資
料
館
南
側
国
道
24
号
線

　

沿
に
駐
車
場
有
り
）

■
参
加
費　

一
般
5
0
0
円　

　

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
3
0
0
円

■
定
員　

40
人

■
申
込
み
方
法

①
氏
名
・
②
住
所
・
③
連
絡
先
を
明

　

記
の
上
、
６
月
17
日
（
金
）
ま
で

　

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
の

　

い
ず
れ
か
で
申
し
込
む
か
、
電
話

　

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

民
俗
資
料
館
（
月
曜
休
館
）

☎
・
Ｆ
ａ
ｘ　

２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ル　

info@
tenchugum

i.jp

講　

座

講　

座

試　

験

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

22イベント案内・おしらせ



おしらせ・イベント

人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
２
日
（
土
）

　

セ
ミ
ナ
ー　

13
時
〜
14
時

　

相
談
会　

14
時
15
分
〜
16
時
15
分

■
場
所　

市
民
会
館

■
費
用　

無
料

※

相
談
会
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

■
申
込
先
・
問
合
先　

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

（
内
線
４
１
５
）

　

N
P
O
法
人　

　

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ　

☎
０
７
４
４
・
３
５
・
６
２
１
１

高
齢
者
も
の
わ
す
れ
相
談

　

最
近
周
り
の
人
か
ら｢

同
じ
事
を

何
度
も
聞
く｣

な
ど
、
も
の
忘
れ
が

あ
る
と
言
わ
れ
る
、「
今
日
は
何
月

何
日
か
分
か
ら
な
い
と
き
が
あ
る
」

な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
気

　

さ
い
。

■
市
内
の
歯
科
医
療
機
関
名

　

さ
く
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

ま
つ
た
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

加
藤
歯
科

　

釜
田
歯
科
医
院

　

今
田
歯
科
医
院

　

植
田
歯
科
医
院

　

西
尾
歯
科

　

田
園
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

平
井
歯
科
医
院

　

堀
内
歯
科
医
院

■
持
参
す
る
も
の　

ハ
ガ
キ
（
受
診

　

券
）、
被
保
険
者
証

■
問
合
先　

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
４
４
・
２
９
・
８
４
３
０

空
き
家
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

空
き
家
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
N
P
O
法

　

公
庁
・
学
校
・
医
療
関
係
機
関
等

■
派
遣　

五
條
手
話
通
訳
者
会

■
申
込
・
問
合
先　

　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　
（
内
線
２
０
９
）

お
口
の
健
康
診
査

　

高
齢
者
の
健
康
保
持
増
進
、
生
活

の
質
の
向
上
を
図
り
、
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
的
に
「
お
口
の
健
康
診
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

75
歳
・
80
歳
・
85
歳
（
平

　

成
28
年
４
月
１
日
現
在
）
の
後
期

　

高
齢
者
医
療
被
保
険
者

※

対
象
の
方
に
は
ハ
ガ
キ
（
受
診
券
）

　

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

■
費
用　

無
料

■
期
間　

６
月
１
日
〜
11
月
30
日

※

市
内
の
歯
科
医
療
機
関
も
し
く
は

　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
に
属
す
る
歯

　

科
医
療
機
関
に
て
受
診
し
て
く
だ

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
の

人
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

　

看
護
師
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
、
必
要
な
場
合
に
つ
い
て
は
医

療
機
関
等
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
１
日
・
７
月
６
日･

　

８
月
３
日
（
９
月
以
降
も
第
１
水

　

曜
日
に
実
施
）
13
時
〜　

※

１
組
45
分
間

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
お
お

　

む
ね
65
歳
以
上
の
人
ま
た
は
家
族

■
費
用　

無
料

■
申
込
方
法　

相
談
希
望
者
は
、
電

　

話
で
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

五
條
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
５
・
２
６
４
０

　

お
し
ら
せ

相　

談

相　

談

市
民
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

　

犬
飼
ご
詠
歌
講
（
二
見
）

　

川
村
家
廣
（
西
吉
野
）

　

二
見
婦
人
会
（
二
見
）

《
福
祉
基
金
》

　

西
尾
輝
一
（
須
恵
）
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。「五條の歴

外
に
も
土
錘
22
個
（
第
53
回
〔
平
成
25
年

１
月
号
〕
参
照
）
や
鉄
刀
、
槍
な
ど
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
規
模
な
古
墳
な
が
ら
も
豊
富
な
副
葬

品
を
有
し
、
甲
冑
の
型
式
は
当
時
最
新
、

鉄

も
朝
鮮
半
島
か
ら
の
舶
載
品
と
さ
れ

ま
す
。
鉄
製
の
武
器
・
武
具
か
ら
は
武
人

的
な
被
葬
者
像
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

漁
業
や
水
運
と
の
縁
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
調
査
さ
れ
た
石
棺
の
北
西
側
で
、

明
治
年
間
に
別
の
石
棺
が
発
見
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
、
当
初
か
ら
二
つ
の
棺
を
計
画

的
に
配
置
し
て
埋
葬
し
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

猫
塚
古
墳
（
西
河
内
町
）
に
続
く
古
墳

時
代
中
期
後
半
（
５
世
紀
後
半
）
の
首
長

墓
と
み
ら
れ
、
東
に
風
の
森
峠
越
え
の
古

道
と
京
奈
和
自
動
車
道
を
見
な
が
ら
、
ひ

っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　

文
化
財
課
学
芸
員　

前
坂 

尚
志

　

今
か
ら
60
年
前
の
昭
和
31
（
1
9
5
6

）
年
６
月
、
墳
丘
の
開
墾
中
に
石
棺
が
発

見
さ
れ
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
が
緊
急
の

発
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
吉
野
川
で

採
れ
る
結
晶
片
岩
を
大
小
の
板
状
に
加
工

し
、
複
数
枚
を
箱
形
に
組
み
合
わ
せ
た
石

棺
を
頂
上
部
に
直
接
埋
め
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

石
棺
は
、
幸
い
な
こ
と
に
乱
掘
さ
れ
て

お
ら
ず
、
棺
内
外
の
遺
骸
と
副
葬
品
も
ほ

ぼ
原
位
置
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。
開
墾
に

立
ち
会
っ
た
警
察
官
が
「
棺
の
蓋
石
（
長

さ
2
・
3
ｍ
、
幅
0
・
9
ｍ
、
厚
さ
0
・

2
ｍ
）
を
開
け
た
瞬
間
に
ポ
ン
！
と
音
が

し
、
人
骨
が
サ
ァ
ー
ッ
と
崩
れ
落
ち
た
」

と
後
に
話
し
て
い
た
こ
と
も
、
棺
の
未
開

封
を
裏
付
け
ま
す
。

　

石
棺
（
内
法
の
長
さ
1
・
7
9
ｍ
、
幅

0
・
5
9
〜
0
・
6
3
ｍ
、
深
さ
0
・
5

8
ｍ
）
の
内
面
に
は
目
覚
め
る
ば
か
り
の

朱
色
が
塗
ら
れ
、
そ
の
中
に
壮
年
男
性
と

み
ら
れ
る
人
骨
が
頭
を
石
枕
に
載
せ
て
横

た
わ
り
、
そ
の
両
脇
に
鹿
角
装
の
鉄
剣
２

口
と
刀
子
１
口
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
棺
の
北
小
口
の
外
側
に
板
石
囲
い

の
小
空
間
が
設
け
ら
れ
、
鉄
製
の
甲
冑
一

式
、
鏃
、
鎌
、

、
鑿
、
鉇
、
釣
針
、
砥

石
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
た
ほ
か
、
棺
の

　

塚
山
古
墳
は
、
風
の
森
峠
の
南
西
方
、

出
屋
敷
町
内
の
標
高
2
0
0
ｍ
付
近
に
あ

り
ま
す
。
墳
丘
の
大
き
さ
は
現
状
で
一
辺

約
24
ｍ
、
高
さ
約
４
ｍ
で
、
頂
上
に
は
柿

の
木
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
一
部
は
畑
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
に
は
水
田
が

巡
り
ま
す
。
墳
丘
の
平
面
形
が
い
び
つ
で

す
が
、
水
田
の
形
状
を
見
る
と
、
本
来
は

一
辺
30
ｍ
で
２
段
に
築
か
れ
た
方
墳
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
築
造
当
初
は
斜
面
に

石
を
葺
き
、
平
坦
面
に
円
筒
形
や
朝
顔
形
、

家
形
、
蓋
形
、
盾
形
の
埴
輪
を
立
て
並
べ

て
い
た
よ
う
で
す
。

広報五條平成 28 年６⽉号 第 812 号  発⾏ 五條市  編集 市⻑公室企画政策課
 〒637-8501 奈良県五條市本町 1 丁⽬ 1 番 1 号 ☎0747・22・4001

五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
２
２
８
８
人　
　
　

男
１
５
３
４
８
人　
　
　

  

女
１
６
９
４
０
人　

   　
　

世
帯
数
１
３
６
７
０

　
　

 　

（
▲
６
２
）　
　
　
　
　
　

（
▲
３
１
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
３
１
）　
　
　
　
　
　

   　
　

（
２
１
）

（
4
月
30
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

塚
山
古
墳

第94回

五
條
の

を

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木 ・ごみ量 393.5㌧

・目標値 382.8㌧

３月結果発表！

10.7㌧
超過

燃えるごみ

減量チャレンジ！

６月の目標 
  393.5㌧!

200
トン減

めざせ年間

1世帯、月1.2kgの減量が目安。　古紙をきちんと分別を！

ふ
た

塚山古墳（西から）

出
生
１
４
件　

死
亡
３
６
件

転
入
６
４
件　

転
出
７
７
件

納税には口座振替のほか、
コンビニでも納付できます。
■問合先
▼税務課 徴収対策室（内線260）

６月は
市県民税の納期です
納期限は 6 月 30 日（木）

き
ぬ
が
さ

た
て

へ
ん
が
ん

い
が
い

の
み

や
り
が
ん
な

ろ
っ
か
く

と
う
す

こ
ぐ
ち

は
に
わ

か
っ
ち
ゅ
う

や
じ
り

と

い
し

ど
す
い

せ
っ
か
ん

や
り

ふ

文文化を今に化を今に伝える資伝える資料とその料とそのゆかりのゆかりの地を紹介地を紹介します。します。歴史を探る」では、五條の五條の歴史・文歴史 文

年置葬れ人れで
、

い画り墳長

室室企画政策課企画政策課
2・4001

０）

㌧

㌧㌧

出
生
１
４
件　

死
亡
３
６
件

転
入
６
４
件　

転
出
７
７
件

転
入
６
４
件

転
出
７
７
件

みんなとつながる
こうほうごじょう

るる
う 広報五條広報五條広報五條

15（月）

五條市結婚相談所

時間◎13時～16時

場所◎福祉センター

問合◎児童福祉課

　　　（内線366）

年金事務所の出張年金相談

時間◎10時～正午

　　　13時～16時（要予約）

受付◎市民課年金係

予約◎大和高田年金事務所

☎0745・22・3531
※早めに予約してください。（人数制限あり）

五條市結婚相談所

時間◎13時～16時

場所◎福祉センター

問合◎児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談
場所◎カルム五條

予約◎カルム五條（内線290）

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談
場所◎カルム五條

予約◎カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間◎10時～15時
場所◎第２分庁舎３階

６  月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日6/11
（土）

6/11
（土）

6/9
（木）

6/23
（木）

6/8
（水）

6/22
（水）

市内保育所
臨時保育士急募！

■問合先　児童福祉課（内線３４９）

6/10
（金）

児童手当の定時支払日
指定した金融機関の口座を

確認してください。

問合◎児童福祉課(内線366)
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